
 

 

平成 22 年 12 月 22 日 

各 位 

会 社 名  SBI ネットシステムズ株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 内山 昌秋 

（コード番号 2355 東証マザーズ） 

問 い合 せ先  経 営 企 画 部 長 前田 真嗣 

電 話 番 号  03-5206-3081（代表） 

    

((((訂正訂正訂正訂正))))    「「「「平成平成平成平成 21212121 年年年年 3333 月期月期月期月期    第第第第 2222 四半期決算短信四半期決算短信四半期決算短信四半期決算短信」」」」のののの一部訂正一部訂正一部訂正一部訂正についてについてについてについて    

 

当社は、平成 22 年 12 月 10 日付「外部調査委員会調査報告書の受領に関するお知らせ」において、過

年度決算訂正につきまして、確定次第速やかに開示する旨、お知らせいたしました。 

このたび、その具体的な訂正内容が確定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

なお、訂正前と訂正後をそれぞれ記載し、訂正箇所には下線  を付して表示しております。 

 

記 

1． 訂正の経緯 

平成 22 年 7 月 28 日付「当社の前身である旧株式会社シーフォーテクノロジーにおける会計処理に関

する調査委員会の設置について」及び平成 22 年 12 月 10 日付「外部調査委員会調査報告書の受領に

関するお知らせ」をご参照ください。 

 

2． 訂正を行う決算短信の概要 

決算期  平成 21 年 3 月期 第 2 四半期 

公表日  平成 20 年 10 月 29 日 

 

以 上 
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(百万円未満切捨て) 

(訂正前) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

  

 
  

 
  

 
  
  

 

 
  

平成21年３月期 第２四半期決算短信
平成20年10月29日

上 場 会 社 名 SBIネットシステムズ株式会社 上場取引所 東証マザーズ

コ ー ド 番 号 2355 URL http://sbins.co.jp/

代  表  者 (役職名)代表取締役社長 (氏名)内山 昌秋
問合せ先責任者 (役職名)経営企画部長 (氏名)前田 真嗣 TEL (03)5447-2551(代表)

四半期報告書提出予定日 平成20年11月11日

1. 平成21年３月期第２四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第２四半期 2,882 ─ 33 ─ 29 ─ 2 ─

20年３月期第２四半期 1,367 181.2 △251 ─ △280 ─ △116 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円銭 円銭

21年３月期第２四半期 8.79 ─
20年３月期第２四半期 △1,979.74 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円銭

21年３月期第２四半期 4,568 3,363 73.6 8,046.66

20年３月期 3,895 70 1.7 338.56

(参考) 自己資本 21年３月期第２四半期 3,361百万円 20年３月期 64百万円
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(訂正後) 

 
(％表示は対前年同四半期増減率) 

 
  

 
  

 
  

 

 
  
  

 (1) 連結経営成績(累計)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年３月期第２四半期 2,878 110.4 57 ─ 53 ─ 26 ─

20年３月期第２四半期 1,367 145.9 △230 ─ △260 ─ △246 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円銭 円銭

21年３月期第２四半期 111.66 ─
20年３月期第２四半期 △4,194.85 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円銭

21年３月期第２四半期 4,495 3,296 73.3 7,885.20

20年３月期 3,801 △20 △0.7 △143.19

(参考) 自己資本 21年３月期第２四半期 3,294百万円 20年３月期 △27百万円
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(訂正前) 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、米国に端を発した金融市場の混乱を契機とした経済
の減速の影響を受け、景気の減速感が強まっております。当社グループの属する情報サービス産業におい
ても、日本版SOX法への取組みの本格化、多様化する顧客ニーズや制度変更に伴う金融業界のシステム投
資への意欲は見られるものの、昨今の株価下落に伴う先行きへの不安感から、情報システム投資に対する
慎重な姿勢が垣間見られ、当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況となりつつあります。  
 このような状況の下、当社グループは、インターネットの金融ワンストップサービスを展開するSBIグ
ループにおける「システム関連生態系」のコア企業として、情報セキュリティ分野と密接に係る金融シス
テム分野へ積極的に事業領域を拡大してまいりました。  
 金融システム分野においては、SBIグループとの事業シナジーを高め金融機関のニーズを取り込み、順
調に業績を拡大させております。また、当社グループ全体の経営資源の有効活用に努めコスト削減を実施
し、当社グループの売上高、利益は、前年同期に比べて大きく伸ばすことができました。  
   
 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,882百万円、営業利益は33百万円、経常利益は29百
万円、四半期純利益は2百万円となりました。  
  

品目別の業績は、次のとおりであります。  
なお、当社グループは単一セグメントで事業を展開しているため、品目別に記載しております。  

  
① 受託開発 

受託開発を主力とするトレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の２社が第１四半期会計期間よ
り連結子会社となり、売上高は前年同期比53.3%増の1,773百万円となりました。  
  

② 運用・保守 
トレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の金融システム運用・保守業務が順調に推移し、売上

高は前年同期比1,703.5%増の909百万円となりました。  
  

③ コンサルティング 
既存のセキュリティコンサルティングにトレードウィン株式会社のシステムコンサルティングが加

わり、売上高は前年同期比1,115.9%増の119百万円となりました。  
  

④ 製品等販売 
トレードウィン株式会社における製品販売が加算されたものの、前第１四半期会計期間に大型案件

に伴う機器販売があり、その売上を下回ったため、売上高は前年同期比62.5%減の45百万円となりまし
た。  
  

⑤ その他 
上記に区分されないその他の売上高は前年同期比23.2%増の35百万円となりました 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(訂正後) 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、米国に端を発した金融市場の混乱を契機とした経済
の減速の影響を受け、景気の減速感が強まっております。当社グループの属する情報サービス産業におい
ても、日本版SOX法への取組みの本格化、多様化する顧客ニーズや制度変更に伴う金融業界のシステム投
資への意欲は見られるものの、昨今の株価下落に伴う先行きへの不安感から、情報システム投資に対する
慎重な姿勢が垣間見られ、当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況となりつつあります。 
 このような状況の下、当社グループは、インターネットの金融ワンストップサービスを展開するSBIグ
ループにおける「システム関連生態系」のコア企業として、情報セキュリティ分野と密接に係る金融シス
テム分野へ積極的に事業領域を拡大してまいりました。 
 金融システム分野においては、SBIグループとの事業シナジーを高め金融機関のニーズを取り込み、順
調に業績を拡大させております。また、当社グループ全体の経営資源の有効活用に努めコスト削減を実施
し、当社グループの売上高、利益は、前年同期に比べて大きく伸ばすことができました。 
  
 その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,878百万円、営業利益は57百万円、経常利益は53百
万円、四半期純利益は26百万円となりました。  
  

品目別の業績は、次のとおりであります。  
なお、当社グループは単一セグメントで事業を展開しているため、品目別に記載しております。 

  
① 受託開発 

受託開発を主力とするトレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の２社が第１四半期会計期間よ
り連結子会社となり、売上高は前年同期比53.3%増の1,773百万円となりました。 
  

② 運用・保守 
トレードウィン株式会社とSBIテック株式会社の金融システム運用・保守業務が順調に推移し、売上

高は前年同期比1,703.5%増の909百万円となりました。 
  

③ コンサルティング 
既存のセキュリティコンサルティングにトレードウィン株式会社のシステムコンサルティングが加

わり、売上高は前年同期比1,074.3%増の115百万円となりました。 
  

④ 製品等販売 
トレードウィン株式会社における製品販売が加算されたものの、前第１四半期会計期間に大型案件

に伴う機器販売があり、その売上を下回ったため、売上高は前年同期比62.5%減の45百万円となりまし
た。 
  

⑤ その他 
上記に区分されないその他の売上高は前年同期比23.2%増の35百万円となりました。 
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(1) 資産、負債及び純資産の状況 

(訂正前) 

  ① 資産 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ673百万円増加し、

4,568百万円となりました。これは、トレードウィン株式会社及びSBIテック株式会社の全株式を取
得したこと等により現金及び預金が1,245百万円減少した一方、２社が連結子会社となったこと等に
より、現預金以外の流動資産が770百万円、固定資産1,148百万円がそれぞれ増加したことがその主
な要因であります。 
  

  ② 負債 
当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ2,619百万円減少し、

1,205百万円となりました。これは、無担保転換社債型新株予約権付社債の買入消却を行ったことに
より固定負債が3,000百万円減少したことがその主な要因であります。 
  

 ③ 純資産 
当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ3,292百万円増加し、

3,363百万円となりました。これは、当第２四半期連結会計期間に行った新株発行により増加した
3,299百万円がその主な要因であります。 

  

(訂正後) 

  ① 資産 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ694百万円増加し、

4,495百万円となりました。これは、トレードウィン株式会社及びSBIテック株式会社の全株式を取
得したこと等により現金及び預金が1,245百万円減少した一方、２社が連結子会社となったこと等に
より、現預金以外の流動資産が767百万円、固定資産1,172百万円がそれぞれ増加したことがその主
な要因であります。 
  

  ② 負債 
当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ2,622百万円減少し、

1,199百万円となりました。これは、無担保転換社債型新株予約権付社債の買入消却を行ったことに
より固定負債が3,000百万円減少したことがその主な要因であります。 
  

 ③ 純資産 
当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ3,316百万円増加し、

3,296百万円となりました。これは、当第２四半期連結会計期間に行った新株発行により増加した
3,299百万円がその主な要因であります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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(2) キャッシュ・フローの分析 

(訂正前) 

当第２四半期連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計
年度末と比較して1,220百万円減少し、866百万円となりました。  
各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。  
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果使用した資金は、141百万円（前年同期は154百万円の使用）となりました。これは、

法人税等の支払額158百万円、たな卸資産の増加額194百万円があった一方、仕入債務の増加額68百万円
があったことがその主な要因であります。  
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,288百万円（前年同期は482百万円の獲得）となりました。これ
は、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出1,205百万円があったことがその主な要因であ
ります。  
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は、209百万円（前年同期は87百万円の使用）となりました。これは、
新株発行による収入3,284百万円、無担保転換社債型新株予約権付社債の買入消却による支出3,220百万
円、社債の発行による収入200百万円があったことがその主な要因であります。 

  

(訂正後) 

当第２四半期連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計
年度末と比較して1,220百万円減少し、866百万円となりました。  
  各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 
  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動の結果使用した資金は、141百万円（前年同期は69百万円の使用）となりました。これは、

法人税等の支払額158百万円、たな卸資産の増加額194百万円があった一方、仕入債務の増加額68百万円
があったことがその主な要因であります。 
  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,288百万円（前年同期は397百万円の獲得）となりました。これ
は、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出1,205百万円があったことがその主な要因であ
ります。 
  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は、209百万円（前年同期は87百万円の使用）となりました。これは、
新株発行による収入3,284百万円、無担保転換社債型新株予約権付社債の買入消却による支出3,220百万
円、社債の発行による収入200百万円があったことがその主な要因であります。 
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（訂正前） 

  

5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 866,687 2,112,314 

受取手形及び売掛金 726,189 446,706

製品 5,326 8,199

仕掛品 393,883 26,287 

その他 363,572 237,628

貸倒引当金 △152,719 △153,555

流動資産合計 2,202,939 2,677,581

固定資産 

有形固定資産 211,000 36,493 

無形固定資産 

のれん 905,396 427,993 

ソフトウェア 459,031 302,089

ソフトウエア仮勘定 142,057 － 

その他 6,094 86 

無形固定資産合計 1,512,579 730,168

投資その他の資産 

長期貸付金 522,220 1,082,322

その他 632,222 433,023

貸倒引当金 △512,186 △1,064,258

投資その他の資産合計 642,256 451,088

固定資産合計 2,365,836 1,217,750

資産合計 4,568,776 3,895,331

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 268,555 152,803 

短期借入金 100,000 50,000 

1年内返済予定の長期借入金 10,008 9,996 

1年内償還予定の社債 － 220,000 

転換社債型新株予約権付社債 200,000 － 

未払法人税等 48,816 44,507

賞与引当金 50,720 65,808 

その他 349,890 122,820

流動負債合計 1,027,990 665,934

固定負債 

転換社債型新株予約権付社債 － 3,000,000 

長期借入金 － 5,010 

退職給付引当金 67,942 71,145 

債務保証損失引当金 55,659 82,367 

その他 53,573 － 

固定負債合計 177,174 3,158,522 

負債合計 1,205,165 3,824,457
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（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,811,426 2,161,434 

資本剰余金 3,737,502 2,087,511 

利益剰余金 △4,175,870 △4,177,936

自己株式 △3,489 △3,357 

株主資本合計 3,369,568 67,651

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 △7,928 △3,261 

評価・換算差額等合計 △7,928 △3,261 

新株予約権 1,972 － 

少数株主持分 － 6,483 

純資産合計 3,363,611 70,874

負債純資産合計 4,568,776 3,895,331
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（訂正後） 

  

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 866,687 2,112,314

受取手形及び売掛金 726,189 446,706

製品 5,326 8,199

仕掛品 393,883 26,287

その他 363,572 240,824

貸倒引当金 △152,719 △153,555

流動資産合計 2,202,939 2,680,777

固定資産

有形固定資産  211,000  36,493

無形固定資産

のれん 905,396 427,993

ソフトウェア 386,106 204,994

ソフトウエア仮勘定 142,057 －

その他 6,094 86

無形固定資産合計 1,439,654 633,073

投資その他の資産

長期貸付金 522,220 1,069,213

その他 632,222 433,023

貸倒引当金 △512,186 △1,051,148

投資その他の資産合計 642,256 451,088

固定資産合計 2,292,911 1,120,655

資産合計 4,495,851 3,801,433

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 268,555 152,803

短期借入金 100,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 10,008 9,996

1年内償還予定の社債 － 220,000

転換社債型新株予約権付社債 200,000 －

未払法人税等 46,540 42,231

賞与引当金 50,720 65,808

その他 346,694 122,820

流動負債合計 1,022,518 663,658

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 － 3,000,000

長期借入金 － 5,010

退職給付引当金 67,942 71,145

債務保証損失引当金 55,659 82,367

その他 53,573 －

固定負債合計 177,174 3,158,522

負債合計 1,199,693 3,822,181
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,811,426 2,161,434

資本剰余金 3,737,502 2,087,511

利益剰余金 △4,243,323 △4,269,559

自己株式 △3,489 △3,357

株主資本合計 3,302,115 △23,971

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7,928 △3,261

評価・換算差額等合計 △7,928 △3,261

新株予約権 1,972 －

少数株主持分 － 6,483

純資産合計 3,296,158 △20,748

負債純資産合計 4,495,851 3,801,433
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(訂正前) 

 

(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 2,882,695

売上原価 2,264,456

売上総利益 618,239

販売費及び一般管理費 

給料及び手当 166,958

その他 417,804

販売費及び一般管理費合計 584,762

営業利益 33,476

営業外収益 

負ののれん償却額 10,487 

その他 4,722 

営業外収益合計 15,209 

営業外費用 

支払利息 3,887 

新株発行費 15,234 

その他 25 

営業外費用合計 19,146 

経常利益 29,539

特別利益 

投資有価証券売却益 70,308 

債務保証損失引当金戻入額 26,708 

その他 925 

特別利益合計 97,941 

特別損失 

貸倒引当金繰入額 26,186 

その他 2,292 

特別損失合計 28,478 

税金等調整前四半期純利益 99,002

法人税、住民税及び事業税 36,015 

法人税等調整額 60,920 

法人税等合計 96,936 

四半期純利益 2,066
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（訂正後） 

 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 2,878,615

売上原価 2,236,206

売上総利益 642,408

販売費及び一般管理費  584,762

営業利益 57,646

営業外収益

負ののれん償却額 10,487

その他 4,722

営業外収益合計 15,209

営業外費用

支払利息 3,887

株式交付費 15,234

その他 25

営業外費用合計 19,146

経常利益 53,709

特別利益

投資有価証券売却益 70,308

債務保証損失引当金戻入額 26,708

その他 925

特別利益合計 97,941

特別損失

貸倒引当金繰入額 26,186

その他 2,292

特別損失合計 28,478

税金等調整前四半期純利益 123,172

法人税、住民税及び事業税 36,015

法人税等調整額 60,920

法人税等合計 96,936

四半期純利益 26,235
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(訂正前) 

 

(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 99,002

減価償却費 189,744

のれん償却額 51,627 

負ののれん償却額 △10,487 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,727 

賞与引当金の増減額（△は減少） △15,088 

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △26,708 

受取利息及び受取配当金 △1,793 

支払利息 3,887 

新株発行費 15,234 

有形固定資産売却損益（△は益） △925 

投資有価証券売却損益（△は益） △70,308 

売上債権の増減額（△は増加） △56,003 

たな卸資産の増減額（△は増加） △194,836 

仕入債務の増減額（△は減少） 68,375 

その他 △68,213 

小計 7,234 

利息及び配当金の受取額 1,790 

利息の支払額 △3,875 

法人税等の還付額 11,047 

法人税等の支払額 △158,030 

営業活動によるキャッシュ・フロー △141,833 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △50,237 

有形固定資産の売却による収入 3,500 

無形固定資産の取得による支出 △135,754 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出 

△1,205,713 

投資有価証券の取得による支出 △1,887 

投資有価証券の売却による収入 102,360 

子会社株式の取得による支出 △6,000 

定期預金の払戻による収入 25,000 

貸付けによる支出 △18,695 

貸付金の回収による収入 700 

その他の支出 △1,683 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,288,412 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

短期借入金の返済による支出 △50,000 

長期借入金の返済による支出 △4,998 

社債の発行による収入 200,000 

社債の償還による支出 △3,220,000 

株式の発行による収入 3,284,748 

自己株式の取得による支出 △132 

財務活動によるキャッシュ・フロー 209,618 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,220,627 

現金及び現金同等物の期首残高 2,087,314 

現金及び現金同等物の四半期末残高 866,687 
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（訂正後） 

  

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 123,172

減価償却費 165,574

のれん償却額 51,627

負ののれん償却額 △10,487

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,727

賞与引当金の増減額（△は減少） △15,088

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △26,708

受取利息及び受取配当金 △1,793

支払利息 3,887

株式交付費 15,234

有形固定資産売却損益（△は益） △925

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △70,308

売上債権の増減額（△は増加） △56,003

たな卸資産の増減額（△は増加） △194,836

仕入債務の増減額（△は減少） 68,375

その他 △68,213

小計 7,234

利息及び配当金の受取額 1,790

利息の支払額 △3,875

法人税等の還付額 11,047

法人税等の支払額 △158,030

営業活動によるキャッシュ・フロー △141,833

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △50,237

有形固定資産の売却による収入 3,500

無形固定資産の取得による支出 △135,754

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,205,713

投資有価証券の取得による支出 △1,887

投資有価証券の売却による収入 102,360

子会社株式の取得による支出 △6,000

定期預金の払戻による収入 25,000

貸付けによる支出 △18,695

貸付金の回収による収入 700

その他の支出 △1,683

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,288,412
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △50,000

長期借入金の返済による支出 △4,998

社債の発行による収入 200,000

社債の償還による支出 △3,220,000

株式の発行による収入 3,284,748

自己株式の取得による支出 △132

財務活動によるキャッシュ・フロー 209,618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,220,627

現金及び現金同等物の期首残高 2,087,314

現金及び現金同等物の四半期末残高  866,687
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前中間連結損益計算書 

(訂正前) 

 

「参考資料」

（要約） （単位：千円）

科目
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
   至 平成19年９月30日）

区分 金額

Ⅰ 売上高 1,367,894

Ⅱ 売上原価 1,118,828

   売上総利益 249,066

Ⅲ  販売費及び一般管理費

 役員報酬 63,243

 給与手当 136,802

 減価償却費 25,867

 のれん償却費 26,176

 賞与引当金繰入額 9,186

 退職給付費用 1,440

 貸倒引当金繰入額 400

 支払手数料 58,428

 その他 178,636 500,181

   営業損失 251,115

Ⅳ 営業外収益

 受取利息 1,405

 受取配当金 316

 その他 1,174 2,895

Ⅴ 営業外費用

 支払利息 3,737

 持分法による投資損失 28,749

 その他 32 32,518

   経常損失 280,738

Ⅵ 特別利益

 事業移転利益 7,922

 投資有価証券売却益 202,338

 債務保証損失引当金戻入 15,000 225,260

Ⅶ 特別損失

 固定資産除却損 138

 貸倒引当金繰入額 49,870

 減損損失 5,389 55,397

   税金等調整前中間純損失 110,875

 法人税、住民税及び事業税 18,887

 法人税等調整額 △3,100 15,787

 少数株主損失 10,460

   中間純損失 116,202
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(訂正後) 

 

（要約） （単位：千円）

科目
前中間連結会計期間 

（自 平成19年４月１日 
   至 平成19年９月30日）

区分 金額

Ⅰ 売上高 1,367,894

Ⅱ 売上原価 1,098,408

   売上総利益 269,486

Ⅲ  販売費及び一般管理費

 役員報酬 63,243

 給与手当 136,802

 減価償却費 25,867

 のれん償却費 26,176

 賞与引当金繰入額 9,186

 退職給付費用 1,440

 貸倒引当金繰入額 400

 支払手数料 58,428

 その他 178,636 500,181

   営業損失 230,695

Ⅳ 営業外収益

 受取利息 1,405

 受取配当金 316

 その他 1,174 2,895

Ⅴ 営業外費用

 支払利息 3,737

 持分法による投資損失 28,749

 その他 32 32,518

   経常損失 260,318

Ⅵ 特別利益

 事業移転利益 7,922

 投資有価証券売却益 202,338

 債務保証損失引当金戻入 15,000 225,260

Ⅶ 特別損失

 固定資産除却損 138

 貸倒引当金繰入額 193,870

 減損損失 5,389

 取引修正損 6,436 205,834

   税金等調整前中間純損失 240,892

 法人税、住民税及び事業税 18,887

 法人税等調整額 △3,100 15,787

 少数株主損失 10,460

   中間純損失 246,218
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前中間連結キャッシュ・フロー計算書 

(訂正前) 

 

（要約） （単位：千円）

前中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年９月30日）

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 税金等調整前中間純損失 △110,875

 減価償却費 88,791

 減損損失 5,389

 のれん償却額 26,176

 貸倒引当金の増加額 50,270

 賞与引当金の増加額 1,200

 債務保証損失引当金の減少額 △15,000

 受取利息及び受取配当金 △1,721

 支払利息 3,737

 持分法による投資損失 28,749

 固定資産除却損 138

 投資有価証券売却益 △202,338

 事業移転利益 △7,922

 売上債権の減少額 240,690

 たな卸資産の増加額 △188,230

 仕入債務の減少額 △36,218

 未収入金の増加額 △6,681

 未払金の増加額 7,827

 その他 △16,679

    小計 △132,698

 利息及び配当金の受取額 2,383

 利息の支払額 △3,162

 法人税等の支払額 △21,219

 営業活動によるキャッシュ・フロー △154,696

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー

 有形固定資産の取得による支出 △2,423

 無形固定資産の取得による支出 △53,352

 無形固定資産の売却による収入 24,000

 貸付による支出 △64,069

 貸付金の回収による収入 36,051

 投資有価証券の取得による支出 △1,852

 投資有価証券の売却による収入 545,000

 その他 △918

 投資活動によるキャッシュ・フロー 482,434

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー

 短期借入金の純増加額(減少額△) △55,000

 長期借入金の返済による支出 △12,798

 社債の償還による支出 △20,000

 自己株式の取得による支出 △67

 財務活動によるキャッシュ・フロー △87,865

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額 ─

Ⅴ  現金及び現金同等物の増加額 239,873

Ⅵ  現金及び現金同等物の期首残高 512,219

Ⅶ  新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ─

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末残高 752,092
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(訂正後) 

 

（要約） （単位：千円）

前中間連結会計期間 
（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年９月30日）

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 税金等調整前中間純損失 △240,892

 減価償却費 68,371

 減損損失 5,389

 のれん償却額 26,176

 貸倒引当金の増加額 194,270

 賞与引当金の増加額 1,200

 債務保証損失引当金の減少額 △15,000

 受取利息及び受取配当金 △1,721

 支払利息 3,737

 持分法による投資損失 28,749

 固定資産除却損 138

 投資有価証券売却益 △202,338

 事業移転利益 △7,922

 売上債権の減少額 97,890

 たな卸資産の増加額 7,769

 仕入債務の減少額 △36,218

 未収入金の増加額 △6,681

 未払金の増加額 7,827

 その他 △63,442

    小計 △132,699

 利息及び配当金の受取額 2,383

 利息の支払額 △3,162

 法人税等の支払額 △21,219

 営業活動によるキャッシュ・フロー △154,697

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー

 有形固定資産の取得による支出 △2,423

 無形固定資産の取得による支出 △53,351

 無形固定資産の売却による収入 24,000

 貸付による支出 △64,069

 貸付金の回収による収入 36,051

 投資有価証券の取得による支出 △1,852

 投資有価証券の売却による収入 545,000

 その他 △918

 投資活動によるキャッシュ・フロー 482,435

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー

 短期借入金の純増加額(減少額△) △55,000

 長期借入金の返済による支出 △12,798

 社債の償還による支出 △20,000

 自己株式の取得による支出 △67

 財務活動によるキャッシュ・フロー △87,865

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額 ─

Ⅴ  現金及び現金同等物の増加額 239,873

Ⅵ  現金及び現金同等物の期首残高 512,219

Ⅶ  新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 ─

Ⅷ 現金及び現金同等物の中間期末残高 752,092
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